




































































































































































































































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
目上 ２６ ７３．１％ ３４．１％ ９０．４％ ２０．１％
他人 ２６ ６９．２％ ３１．３％ ９８．１％ ９．８％













平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
目上 ３９ ５６．４１％ ５０．２４％ ８２．０５％ ３８．８８％
他人 ３９ ５６．４１％ ５０．２４％ ８２．０５％ ３８．８８％






























































（１）FACS（Facial Action Coding System）とは Ekmanらによって提案された表情記述法である。情報工
学の分野においても表情の研究で広く利用されている。顔を解剖学的に考察して，表情に伴う顔の動き










１．眉の内側を上げる ２．眉の外側を上げる ４．眉を寄せる ５．上まぶたを上げる ６．頬を上げる ７．ま
ぶたを引き締める ９．鼻に横じわを作る １０．上唇を上げる １２．唇の隅を引き上げる １５．唇の隅を押
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